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第
５
章　

先
端
機
器
導
入
と
病
院
改
革
プ
ラ
ン　

診
療
内
容
の
紹
介
本
を
発
刊

　

平
成
28
年
５
月
23
日
、
市
立
病
院
は
新
病
院
の
紹
介
に
加
え
て
、
が
ん
や
生
活
習
慣
病
、
救
急
・
集
中
医
療
、
心
臓
病
な

ど
の
一
般
的
な
病
気
と
、
同
院
で
の
治
療
法
を
図
や
写
真
付
き
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
『
病
気
と
治
療
が
よ
く
わ
か
る

鹿
児
島
市
立
病
院
の
や
さ
し
い
家
庭
の
医
学
』
を
発
刊
し
た
。

 

市
立
病
院
が
一
般
向
け
の
本
を
発
売
す
る
の
は
初
め
て
。
医
師
や
看
護
師
ら
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
患
者
目
線
で
１
０
１

項
目
に
わ
た
り
執
筆
し
た
。
内
山
薫
事
務
局
長
は
「
本
を
通
し
て
市
立
病
院
の
診
療
内
容
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
い
ざ
と

い
う
時
の
受
診
や
医
療
連
携
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
価
格
は
税
抜
き
１
５
０
０
円
。
県
内
書
店
や
院
内
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
１
０
０
０
部
を
販
売
。
県
内
の
病
院
に
も
約
９
０
０
部
を
配
布
し
た
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
）
導
入

　

平
成
28
年
10
月
、
最
先
端
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ（D

a V
inci surgical system

）」の
運
用
が
始
ま
っ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
米
国
で
開
発
さ
れ
、
１
９
９
９
年
か
らIntuitive Surgical

社
か
ら
臨
床
用
機
器
と
し
て
販
売
さ
れ
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た
。
８
㎜
の
小
さ
な
創
か
ら
内
視
鏡
カ
メ
ラ
と
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
挿
入
し
、
高
度
な
内
視
鏡
手
術
が
出
来
る
。
術
者
は
３

Ｄ
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
見
な
が
ら
あ
た
か
も
術
野
に
手
を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
遠
隔
操
作
出
来
る
。
開
始

し
た
の
は
、
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
腹
腔
鏡
下
根
治
的
前
立
腺
全
摘
手
術
だ
。
従
来
行
っ
て
い
た
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
全
摘
手

術
２
０
０
例
以
上
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
精
緻
な
手
術
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
開
腹
手
術
、
腹
腔
鏡
手
術
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
の
３
通
り
の
手
術
が
出
来
る
の
は
市
立
病
院
と
大
学
病
院
だ
け
と
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
か
ら
腹
腔
鏡
手
術

へ
の
手
術
も
可
能
な
た
め
侵
襲
度
を
上
げ
る
こ
と
な
く
手
術
を
終
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
癒
着
な
ど
あ
っ
た
場
合
で
も

消
化
器
外
科
、
婦
人
科
な
ど
の
協
力
を
も
ら
え
る
強
み
が
あ
り
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
機
器
導
入

と
な
っ
た
。
購
入
費
は
約
３
億
４
４
４
１
万
円
。

 

10
カ
年
事
業
計
画
の
見
直
し

　

平
成
29
年
３
月
、
市
立
病
院
は
24
年
度
に
策
定
し
た
病
院
事
業
経
営
計
画
の
10
カ
年
計
画
を
見
直
し
た
。
５
年
後
に
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
策
定
後
の
国
の
新
た
な
医
療
政
策
、
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
、
新
病
院
移
転
に
伴
い
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
諸
課
題
を
踏
ま
え
て
、
１
年
前
倒
し
で
見
直
し
た
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
従
来
の
経
営
計
画
策
定
推
進
委
員
会
と
、「
２
０
２
５
年
問
題
」
な
ど
10
年
先
を
見
据
え
て
院

内
に
設
置
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
た
「
医
療
機
能
や
人
材
育
成
・
地
域
貢
献
・
情
報
発
信
の
あ
り
方
」
を
盛

り
込
ん
だ
。
課
題
と
し
て
①
高
度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
機
能
充
実
②
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
推
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進
―
を
挙
げ
、「
病
院
全
体
の
在
院
日
数
（
27
年
度
の
実
績
13
・
７
日
）
は
、
７
対
１
入
院
基
本
料
届
出
医
療
機
関
の
平
均

12
・
８
日
と
比
較
し
て
長
く
、
未
だ
基
幹
的
な
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
」
と
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連

携
し
、
機
能
ご
と
に
前
方
及
び
後
方
連
携
を
強
化
し
て
、
急
性
期
医
療
の
機
能
分
化
を
牽
引
す
る
必
要
が
あ
る
と
位
置
付
け

た
。

　

具
体
的
な
将
来
像
と
し
て
、
救
命
救
急
医
療
で
は
救
急
車
搬
送
患
者
数
を
、
３
８
４
０
人
（
平
成
27
年
度
）
か
ら

４
２
０
０
人
（
同
34
年
度
）
受
け
入
れ
る
。
同
様
に
成
育
医
療
で
は
新
生
児
セ
ン
タ
ー
入
院
患
者
数
を
６
１
９
人
か
ら

７
４
０
人
に
、
看
護
部
で
は
認
定
看
護
師
数
を
20
人
か
ら
32
人
に
、
医
療
連
携
で
は
紹
介
率
・
逆
紹
介
率
を
「
50
・
３
％
・

51
・
６
％
」
か
ら
「
80
％
・
80
％
」
に
そ
れ
ぞ
れ
向
上
さ
せ
る
な
ど
の
数
値
目
標
を
掲
げ
た
。
計
画
は
毎
年
度
、
点
検
・
評

価
し
、
大
幅
な
計
画
の
見
直
し
が
必
要
な
場
合
は
適
宜
修
正
す
る
。
進
捗
・
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
評
価
を
実
施
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
。

新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

　

病
院
事
業
経
営
計
画
見
直
し
と
同
時
に
、
市
立
病
院
は
総
務
省
か
ら
28
年
度
中
の
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
「
新
公
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
た
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、
対
象
期
間
末
（
32
年
度
末
）
に
お
け
る
具
体
的
将
来
像
を
「
鹿
児
島
大
学
病
院
と
と
も
に
県
下
全
域
の
高

度
医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
、
診
療
密
度
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
活
用
し
て
他
の
保
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健
医
療
圏
や
離
島
か
ら
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
。
ま
た
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
有

し
、
小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
医
療
機
能
に
求
め
ら

れ
る
医
療
を
提
供
す
る
」
と
明
示
。
平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）
に
お
け
る
将
来
像
と
し
て
「
鹿
児
島
保
健
医
療
圏
の
37
年

の
入
院
医
療
需
要
は
、
在
宅
医
療
等
の
進
展
を
促
す
こ
と
で
25
年
比
、
慢
性
期
は
７
割
ま
で
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

こ
れ
以
降
は
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
全
て
の
医
療
機
能
に
お
い
て
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
特
に
肺
炎
、
大
腿
骨
頸
部
骨

折
、
脳
卒
中
及
び
心
筋
梗
塞
が
増
加
す
る
見
込
み
。
当
院
は
引
き
続
き
、
主
に
高
度
急
性
期
医
療
を
担
う
県
下
の
中
核
的
病

院
と
し
て
、
救
急
や
周
産
期
、
が
ん
、
心
疾
患
等
の
分
野
に
お
い
て
診
療
密
度
の
高
い
医
療
を
提
供
。
ま
た
、
公
立
病
院
の

役
割
と
し
て
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
優
れ
た
医
療
人
の
育
成
に
努
め
る
」
と
し
た
。
経
営
面
で
は
、
対
象
期
間
末
の
黒

字
化
を
目
指
す
数
値
目
標
を
掲
げ
た
。

先
進
内
視
鏡
診
断
・
治
療
セ
ン
タ
ー
開
設

　

平
成
29
年
４
月
、
市
立
病
院
は
各
診
療
科
の
持
つ
知
識
、
技
術
を
共
有
し
、
よ
り
高
度
な
内
視
鏡
診
断
、
治
療
を
目
指
そ

う
と
「
先
進
内
視
鏡
診
断
・
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。
セ
ン
タ
ー
は
消
化
器
内
科
・
外
科
、
呼
吸
器
内
科
・
外

科
、
泌
尿
器
科
、
婦
人
科
、
小
児
外
科
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
脳
神
経
外
科
の
10
診
療
科
と
手
術
部
、
内
視
鏡
部
、

放
射
線
部
で
構
成
さ
れ
、
よ
り
効
率
的
な
運
用
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
患
者
に
安
全
か
つ
確
実
な
内
視
鏡
医
療

を
提
供
す
る
の
が
狙
い
だ
。
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新
病
院
へ
移
行
後
２
年
が
経
過
し
、
内
視
鏡
診
断
・
治
療
専
門
医
の
増
強
と
と
も
に
、
最
新
の
診
断
装
置
も
整
備
さ
れ

た
。
消
化
器
内
科
で
は
、
上
部
消
化
管
（
食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
）、
下
部
消
化
管
（
大
腸
・
直
腸
）
の
内
視
鏡
診
断
を
は

じ
め
、
小
腸
疾
患
に
は
バ
ル
ー
ン
内
視
鏡
検
査
、
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
と
様
々
な
疾
患
に
対
す
る
高
度
な
内
視
鏡
検
査
が

急
速
に
増
加
。
悪
性
が
疑
わ
れ
る
病
変
に
対
し
て
は
、
拡
大
内
視
鏡
な
ど
の
最
新
の
機
器
を
駆
使
し
て
膵
腫
瘍
な
ど
早
期
診

断
に
努
め
て
い
る
。

　

内
視
鏡
下
の
先
端
治
療
も
積
極
的
に
展
開
。
消
化
管
の
早
期
が
ん
に
対
し
て
は
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
で
の
治
療
を

目
指
す
一
方
、
消
化
管
出
血
な
ど
の
緊
急
症
例
に
対
し
て
は
、
救
急
部
と
連
携
を
図
り
、
24
時
間
体
制
で
緊
急
内
視
鏡
検

査
・
治
療
を
行
う
体
制
も
整
え
た
。
こ
れ
ま
で
診
療
科
ご
と
に
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
低
侵
襲
の
内
視
鏡
外
科
手
術
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
）
手
術
も
随
時
導
入
し
て
、
28
年
度
の
全
診
療
科
・
内
視
鏡
外
科
手
術
件
数
は

９
０
０
例
を
超
え
た
。
こ
う
し
た
実
績
の
積
み
上
げ
を
背
景
に
「
先
進
内
視
鏡
診
断
・
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
拡
大

　

平
成
29
年
８
月
、
鹿
児
島
市
ド
ク
タ
ー
カ
ー
（
高
度
救
急
隊
）
の
運
用
が
拡
大
さ
れ
、
平
日
、
土
・
日
、
祝
日
を
問
わ
な

い
全
日
昼
間
の
運
用
と
な
っ
た
。　

26
年
10
月
、
市
立
病
院
を
基
地
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
救
急

医
の
確
保
が
難
し
く
、
当
初
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
暫
定
運
用
と
な
っ
た
。
28
年

２
月
に
は
土
曜
日
の
日
中
に
も
拡
大
。
今
回
の
拡
大
で
「
全
日
日
中
」
と
な
り
、
目
指
し
て
い
る
24
時
間
３
６
５
日
の
本
格
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運
用
に
一
段
と
前
進
し
た
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
吉
原
秀
明
部
長
に
よ
る
と
、
27
年
度
の
活
動
実
績
は
、
出
場

７
６
４
件
（
１
日
３
・
０
７
件
）、
搬
送
実
績
５
１
３
件
（
同
２
・
０
６
件
）、
実
働
日
数

２
４
９
日
だ
っ
た
。「
車
が
横
転
し
た
」「
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
い
」
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
方
式
を
採
用
し
、
重
症
例
、
緊
急
例
を
示
唆
す
る
49
の
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る

と
、
即
座
に
出
動
要
請
が
出
さ
れ
る
。
先
進
地
・
ド
イ
ツ
で
は
、「
事
故
等
の
発
生
か

ら
15
分
以
内
に
治
療
を
開
始
せ
よ
」
と
い
う
「
15
分
ル
ー
ル
」
が
あ
る
。
鹿
児
島
市
ド

ク
タ
ー
カ
ー
は
、
97
・
５
％
が
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
を
用
い
て
要
請
が
あ
り
、
そ
の
結
果

１
１
９
番
覚
知
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
平
均
時
間
は
「
13
・
６
分
」。
鹿
児
島
市
版
「
15

分
ル
ー
ル
」
を
実
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
平
成
31
年
２
月
に
は
、
平
日
の
22
時
ま
で
拡
大
し
、
24
時
間
運
用
に
向
け
、
さ
ら
に
前
進
し
た
。
年
々
運
用
を
拡
大

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
場
件
数
も
26
年
度
４
８
６
件
、
27
年
度
７
６
４
件
、
28
年
度
１
１
４
１
件
、
29
年
度
は
１
２
９
７

件
と
着
実
に
増
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
全
体
の
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
中
で
、
24
時
間
運
用
に
向

け
、
救
急
医
の
確
保
と
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。

運用拡大を進めるドクターカー
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「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
」
が
始
動

　

平
成
29
年
10
月
、
市
立
病
院
で
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
陽
電
子
放
出
断
層
撮
影
）・
Ｃ
Ｔ
」
が
稼
働
を
始
め
た
。
機
器
取
得
額
は

２
億
１
９
６
万
円
。
シ
ー
メ
ン
ス
社
製
の
「Biograph H

orizon

」
と
い
う
新
機
種
で
新
し
い
技
術
を
導
入
し
て
お
り
、
従

来
機
器
よ
り
精
度
の
高
い
検
査
が
で
き
る
。
鹿
児
島
県
内
で
は
30
年
11
月
時
点
で
計
７
台
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
」
が
あ
る

が
、
市
立
病
院
の
機
器
を
含
め
て
４
台
が
新
世
代
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
」
で
あ
る
。

　

が
ん
の
診
療
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
Ｆ
Ｄ
Ｇ
と
い
う
ブ
ド
ウ
糖
に
似
た
放
射
線
物
質
を
使
用
。
Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
ガ
ン
マ
線
と
呼
ば
れ

る
放
射
線
を
発
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
は
こ
の
ガ
ン
マ
線
を
検
出
す
る
。
一
般
に
が
ん
細
胞
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
取
り
込
む
性

格
が
あ
る
の
で
、
が
ん
の
場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
Ｃ
Ｔ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
光
の
強
さ
と
場
所
を
さ

ら
に
正
確
に
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
が
ん
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
断
の
役
割
は
、
が
ん
病
変
の
広
が
り
と
活
動
性
を
調
べ
る
た
め

に
行
わ
れ
る
。
が
ん
は
原
発
部
以
外
に
リ
ン
パ
節
や
そ
の
他
臓
器
に
も
広
が
り
や
す
い
性
格
が
あ
る
た
め
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ

Ｔ
」
は
広
い
範
囲
で
こ
れ
を
よ
り
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
が
ん
治
療
は
、
が
ん
の
広
が
り
を
知
る
こ
と
で
初
め

て
治
療
方
針
を
立
て
ら
れ
る
。
が
ん
は
再
発
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
治
療
後
も
血
液
検
査
や
そ
の
他
の
治
療
で
再
発
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
再
発
場
所
や
活
動
性
を
知
る
こ
と
で
、
治
療
方
針
が
よ
り
正
確
に
立
て
ら
れ
る
。

　
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
」
は
、
が
ん
（
癌
・
肉
腫
な
ど
悪
性
疾
患
）
そ
の
他
稀
な
疾
患
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
の
み
保
険
適
用

と
な
り
、
が
ん
の
疑
い
で
は
保
険
適
応
と
な
ら
な
い
。
市
立
病
院
で
は
「
現
時
点
で
は
検
診
目
的
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
行
わ

な
い
」
と
し
た
。
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看
護
部
主
催
の
「
健
康
教
室
」
始
ま
る

　

平
成
29
年
11
月
24
日
、
市
立
病
院
看
護
部
は
、
患
者
家
族
の
健
康
予
防
の
指
導
と
健
康
管
理

の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
「
第
１
回
健
康
教
室
」
を
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

　

対
象
は
、
外
来
患
者
、
家
族
・
病
院
訪
問
の
人
、
当
日
の
入
院
患
者
で
参
加
費
無
料
。
テ
ー

マ
は
季
節
に
応
じ
た
内
容
で
企
画
し
た
。
冬
季
の
１
回
目
と
２
回
目
は
、
感
染
管
理
・
認
定
看

護
師
が
中
心
に
な
り
「
冬
季
に
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
予
防
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
設

定
。
①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
話
②
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
話
③
手
洗
い
の
正
し
い
方
法
④
マ

ス
ク
の
正
し
い
つ
け
方
・
外
し
方
―
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
認
定
看
護
師
は
来
院
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
一
方
、
グ
リ
ッ

タ
ー
バ
グ
を
使
用
し
て
の
演
習
な
ど
を
行
っ
た
。
手
洗
い
演
習
で
は
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参
加
し
た
。「
普
段
き
ち
ん

と
洗
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
洗
え
て
い
な
い
の
に
驚
い
た
」「
待
ち
時
間
に
こ
の
よ
う
な
教
室
を
し
て
頂
く
と
あ
り

が
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。
今
後
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど
連
携
を
取
り
な
が
ら
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
計

画
だ
。

看護部主催の健康教室
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中
国
開
封
市
と
の
交
流

　

平
成
29
年
12
月
10
日
か
ら
同
22
日
ま
で
、
市
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科
の
村
田
明
俊
主
任
が
、
障
害
児
へ
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
医
療
技
術
向
上
の
た
め
、
中
国
河
南
省
開
封
市
の
市
婦
産
院
に
派
遣
さ
れ
た
。
一
般
財
団
法
人
自

治
体
国
際
化
協
会
に
お
け
る
自
治
体
国
際
協
力
専
門
家
派
遣
事
業
に
よ
る
も
の
。

　

派
遣
先
は
、
産
科
、
婦
人
科
、
乳
腺
科
、
新
生
児
科
、
生
殖
医
療
科
、
幼
児
保
健
リ
ハ
ビ
リ
科
、
セ
ン
タ
ー
治
験
室
、
婦

人
検
査
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療
室
）
な
ど
の
42
の
専
門
科
室
で
構
成
。
村
田
主
任
が
従
事
し
た
幼
児
保

健
リ
ハ
ビ
リ
科
で
は
、
乳
幼
児
の
発
育
検
査
、
ハ
イ
リ
ス
ク
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
低
出
生
体
重
児
や
染
色
体
異
常
、
新
生
児

仮
死
な
ど
出
生
時
に
問
題
の
あ
る
乳
児
の
発
達
評
価
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
村
田
主
任
は
ハ
イ
リ
ス
ク
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
外
来
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
指
導
し
た
が
、「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
交
流
を
通
し
て
学
び
合
い
、
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
え
た
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
が
っ
た
」
と
総
括
し
た
。

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認

　

平
成
30
年
３
月
２
日
付
で
、
市
立
病
院
は
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
を
受
け
た
。「
地
域
医

療
支
援
病
院
」
は
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
提
供
、
医
療
機
器
の
共
同
利
用
な
ど
を
行
い
、
か
か
り
つ
け
医
等
へ
の
支
援
を
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通
じ
て
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
病
院
の
こ
と
だ
。
全
国
に
５
６
０
病
院
あ
り
、
県
内
で
は
市
立
病
院
を
含
め
15
病
院
、
市

内
で
は
５
病
院
と
な
っ
た
。

　
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
要
件
は
、
紹
介
率
65
％
以
上
、
か
つ
逆
紹
介
率
40
％
以
上
で
あ
る
こ
と
、
救
急
医
療
を

提
供
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
、
共
同
利
用
を
行
う
他
の
医
療
機
関
の
登
録
が
あ
る
こ
と
、
地
域
の
医
療
従
事
者
を
含
め
た
研

修
を
１
年
間
に
12
回
以
上
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
る
が
、
市
立
病
院
は
28
年
度
に
こ
れ
ら
を
全
て
ク
リ
ア
し
た
こ
と
か

ら
29
年
12
月
、
県
に
承
認
申
請
を
行
っ
て
い
た
。
認
定
の
意
義
に
つ
い
て
有
村
隆
生
事
務
局
長
は
市
議
会
で
「
本
市
に
限
ら

ず
、
県
内
に
お
け
る
中
核
的
な
医
療
機
関
と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ
、
信
頼
関
係
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
医

療
連
携
・
機
能
分
化
に
寄
与
で
き
る
と
と
も
に
、
患
者
へ
も
よ
り
充
実
し
た
医
療
を
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
と
し
、
承
認
で
「
年
間
約
１
億
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
」
と
答
え
た
。

　

地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
受
け
て
、
初
診
時
選
定
療
養
費
を
現
行
の
３
２
４
０
円
（
税
込
み
）
か
ら
５
４
０
０
円

（
税
込
み
）
に
改
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
再
診
時
選
定
療
養
費
を
設
け
、
２
７
０
０
円
（
税
込
み
）
を
徴
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
後
者
は
、
市
立
病
院
の
治
療
が
終
了
し
、
他
の
病
院
等
に
紹
介
し
た
患
者
が
、
本
人
の
都
合
で
再
度
受
診
し
た
場

合
に
限
り
、
支
払
い
を
受
け
る
も
の
だ
。
選
定
療
養
費
の
額
は
、
国
が
５
０
０
床
以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
に
対
し
、
基

準
額
以
上
の
徴
収
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
や
鹿
児
島
大
学
病
院
や
他
の
公
立
病
院
の
事
例
を
参
考
に
設
定
し
た
。
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「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
（
旧
Ⅱ
群
）」
に
も

　

市
立
病
院
は
平
成
30
年
３
月
、「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と
同
時
に
厚
生
労
働
省
か
ら
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
（
旧
Ⅱ

群
）」
病
院
と
し
て
も
指
定
さ
れ
た
。

　

市
立
病
院
は
、
21
年
４
月
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
包
括
医
療
費
支
払
い
制
度
）
を
導
入
し
た
が
、
24
年
４
月
か
ら
こ
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を

採
用
し
て
い
る
病
院
は
、「
Ⅰ
群
」（
大
学
病
院
・
本
院
の
80
病
院
）「
Ⅱ
群
」（
大
学
病
院
以
外
の
特
定
機
能
病
院
と
高
密
度

診
療
病
院
の
90
病
院
）「
Ⅲ
群
」（
そ
の
他
の
急
性
期
病
院
１
３
３
５
病
院
）
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
た
。
鹿
児
島

県
で
は
大
学
病
院
が
「
Ⅰ
群
」、
鹿
児
島
医
療
セ
ン
タ
ー
が
「
Ⅱ
群
」、
市
立
病
院
を
含
む
30
病
院
以
上
が
「
Ⅲ
群
」
と
な
っ

た
。「
Ⅱ
群
」
と
な
る
た
め
に
は
、「
診
療
密
度
」「
医
師
研
修
の
実
施
」「
高
度
な
医
療
技
術
」「
重
症
患
者
に
対
す
る
診
療
」

の
各
項
で
具
体
的
な
指
標
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
全
て
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

救
急
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
内
視
鏡
下
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
な
ど
先
進
的
な
医
療
機
器
の
導

入
を
図
っ
て
き
た
市
立
病
院
は
、
そ
の
要
件
を
ク
リ
ア
し
平
成
30
年
度
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
と
な
っ
た
。
な
お
30
年
度

改
定
で
Ⅰ
群
は
「
大
学
病
院
本
院
群
」（
82
病
院
）、
Ⅱ
群
は
「
特
定
病
院
群
」（
１
５
５
病
院
）、
Ⅲ
群
は
「
標
準
病
院
群
」

（
１
４
９
３
病
院
）
と
呼
称
が
変
わ
っ
た
。

「
特
定
病
院
群
」
に
な
る
と
、
診
療
報
酬
に
反
映
さ
れ
る
係
数
が
高
く
な
り
、
経
営
的
に
有
利
と
さ
れ
る
。
厚
労
省
が
示
す

病
院
機
能
評
価
係
数
の
最
新
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
１
５
５
病
院
中
49
位
、
鹿
児
島
県
で
は
１
位
、
九
州

で
６
位
、
市
立
病
院
で
は
九
州
で
１
位
と
な
っ
た
。
27
年
度
の
ラ
ン
キ
ン
グ
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅲ
群
１
４
０
１
病
院
中
６
６
６
位
）
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に
比
べ
る
と
、
大
き
な
躍
進
。
坪
内
博
仁
院
長
は
「
新
病
院
移
転
後
の
病
院
改
革
の
表
れ
。
医
療
職
員
だ
け
で
な
く
事
務
職

員
を
含
め
た
全
職
員
が
、
市
立
病
院
の
役
割
を
考
え
、
い
い
病
院
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
機
能
評
価
係
数
Ⅱ

に
は
、
広
い
意
味
で
病
診
連
携
が
数
値
化
さ
れ
て
含
ま
れ
て
お
り
、
連
携
医
療
機
関
の
お
陰
で
も
あ
る
。
本
当
に
感
謝
し
た

い
」
と
総
括
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

　

災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
立
病
院
は
、
平
成
30
年
３
月
、
災
害
発
生
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
を
策

定
し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
震
災
な
ど
の
緊
急
時
に
、
優
先
度
の
高
い
業
務
や
早
期
復
旧
の
手
順
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
業
務
遂

行
に
必
要
な
人
材
や
資
源
の
配
分
を
行
い
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
。
厚
生
労

働
省
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
努
力
目
標
と
し
て
い
た
が
、
熊
本
地
震
を
教
訓
に
義
務
化
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
熊
本
県
内
の
約
６
割
の
医
療
機
関
が
被
災
し
た
。
県
に
よ
る
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
る
な
ど
し

て
14
病
院
が
入
院
患
者
計
１
２
４
３
人
を
転
院
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
震
災
関
連
死
の
認
定
で
は
、
病
院
機
能
の
低
下

が
原
因
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
よ
り
実
践
的
、
具
体
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
整
備
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
。
市
立
病
院

の
策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
鹿
児
島
湾
直
下
地
震
を
想
定
し
、
震
度
６
弱
以
上
で
職
員
が
自
発
的
に
参
集
す
る
。
電
気
や
水

等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
対
応
状
況
や
通
信
手
段
、
災
害
対
応
時
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
を
記
載
し
た
ほ
か
、
災
害
時
の
各
部
門
に

お
け
る
行
動
手
順
を
ま
と
め
た
。
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臨
床
修
練
外
国
医
師
を
受
け
入
れ

　

平
成
30
年
７
月
、「
外
国
医
師
臨
床
修
練
制
度
」（
日
本
の
医
師
免
許
を
持
た
な
い
外
国
人
医
師
が
、
日
本
に
お
い
て
診
療

を
伴
う
研
修
を
希
望
す
る
場
合
に
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
医
療
行
為
が
認
め
ら
れ
る
制
度
）
を
利
用
し
て
、
ネ

パ
ー
ル
人
の
ボ
ハ
ラ
・
マ
ノ
ズ
医
師
を
受
け
入
れ
た
。
専
門
は
脳
神
経
外
科
。
平
成
26
年
３
月
に
鹿
児
島
大
学
大
学
院
で
博

士
課
程
修
了
後
、
27
年
８
月
か
ら
30
年
１
月
ま
で
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
神
経
病
院
及
び
ネ
パ
ー
ル
ガ
ン
ジ
医
科
大
学
付
属
病
院
で

勤
務
し
、
30
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
順
天
堂
大
学
病
院
で
研
修
を
受
け
て
い
た
。

　
「
日
本
で
脳
神
経
外
科
医
と
し
て
の
技
量
を
学
び
、
故
郷
ネ
パ
ー
ル
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
ボ
ハ
ラ
医
師
の
思
い
を
か

ね
て
か
ら
知
っ
て
い
た
鹿
児
島
大
学
時
代
の
指
導
医
の
時
村
洋
脳
神
経
外
科
部
長
が
、
同
医
師
の
受
け
入
れ
に
尽
力
し
た
。

受
け
入
れ
の
期
間
は
、
１
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。
市
立
病
院
は
、
昭
和
63
年
３
月
に
「
外
国
医
師
・
外
国
歯
科
医
師
臨
床

修
練
指
定
病
院
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

坪
内
院
長
に
学
術
賞

　

平
成
30
年
11
月
、
市
立
病
院
の
坪
内
博
仁
院
長
に
日
本
消
化
器
病
学
会
の
学
術
賞
（
臨
床
部
門
）
が
贈
ら
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
肝
細
胞
の
再
生
を
促
す
ヒ
ト
肝
細
胞
増
殖
因
子
（
Ｈ
Ｇ
Ｆ
）
の
発
見
や
創
薬
に
向
け
た
30
年
以
上
に
わ
た
る
研
究

が
評
価
さ
れ
た
。
学
術
賞
は
臨
床
と
研
究
の
２
分
野
が
あ
り
、
消
化
器
病
の
研
究
や
治
療
で
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
医
師
や
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研
究
者
が
対
象
。

　

坪
内
院
長
は
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
助
手
だ
っ
た
昭
和
50
年
代
後
半
、
劇
症
肝
炎
患
者
の
血
漿し
ょ
う

か
ら
肝
臓
を
再
生
さ
せ
る

た
ん
ぱ
く
質
Ｈ
Ｇ
Ｆ
の
精
製
に
成
功
。
急
性
肝
炎
な
ど
が
起
こ
る
と
、
組
織
中
の
Ｈ
Ｇ
Ｆ
が
増
え
て
肝
細
胞
を
増
殖
さ
せ
、

修
復
を
図
る
仕
組
み
を
解
明
し
た
。
さ
ら
に
、
鹿
児
島
大
学
、
宮
崎
大
学
の
医
学
部
教
授
と
し
て
、
診
療
と
並
行
し
て
研
究

を
続
け
、
京
都
大
学
で
も
客
員
教
授
と
し
て
、
診
断
薬
と
し
て
の
Ｈ
Ｇ
Ｆ
測
定
キ
ッ
ト
の
開
発
や
創
薬
展
開
を
進
め
た
。

　

受
賞
理
由
で
「
卓
越
し
た
一
連
の
研
究
は
、
難
治
性
疾
患
の
治
療
薬
の
開
発
に
繋
が
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。
国
の
支
援
を

受
け
、
製
薬
会
社
と
と
も
に
平
成
31
年
か
ら
臨
床
試
験
に
入
り
、
数
年
か
け
て
効
果
や
副
作
用
を
確
認
す
る
。
坪
内
院
長
は

「
光
栄
な
こ
と
。
人
の
役
に
立
つ
は
ず
と
い
う
信
念
と
、
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
研
究
を
続
け
ら
れ
た
」
と
感
謝
し
た
。

（
参
照
資
料
）『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
』『
市
立
病
院
・
病
院
年
報
』『
職
員
だ
よ
り
』『
河
畔
』『
医
療
連
携
室
だ
よ
り
』『
鹿
児
島
市
立
病
院
だ
よ
り
』

『
鹿
児
島
市
史
Ⅳ
巻
』『
鹿
児
島
市
史
Ⅴ
巻
』『
鹿
児
島
市
議
会
・
会
議
録
』『
鹿
児
島
市
議
会
・
調
査
月
報
』『
鹿
児
島
市
・
市
政
概
要
』『
鹿
児
島
市
立

病
院
新
生
児
セ
ン
タ
ー
開
設
三
十
周
年
記
念
誌
』『
鹿
児
島
市
立
高
等
看
護
学
校
・
記
念
誌
』『
同
・
閉
校
に
よ
せ
て
』『
鬼
手
佛
心
』（
市
立
病
院
産
婦

人
科
医
局
編
）『
鹿
児
島
の
医
学
』（
森
重
孝
著
）『
こ
う
し
た
ら
病
院
は
よ
く
な
っ
た
！
』（
武
弘
道
著
）『
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
集
'89
年
版
、
同
'90
年
版
、

同
'92
年
版
』（
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
編
）『
か
ご
し
ま
20
世
紀　

山
河
こ
え
て
（
下
）』（
南
日
本
新
聞
社
編
）『
日
本
専
売
公
社
鹿
児
島
工
場
』

（
75
年
史
編
集
委
員
会
編
）『
熊
本
地
震　

あ
の
時
何
が
』（
熊
本
日
日
新
聞
社
編
）『
南
日
本
新
聞
』『
朝
日
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
日
本

経
済
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
鹿
児
島
市
立
病
院
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）』『
鹿
児
島
市
Ｈ
Ｐ
』『
鹿
児
島
市
議
会
Ｈ
Ｐ
』『
鹿
児
島
県
Ｈ
Ｐ
』『
厚
生
労

働
省
Ｈ
Ｐ
』『
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
』
ほ
か
公
的
機
関
・
学
会
等
の
Ｈ
Ｐ
。




